
第
三
回
拡
大
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
日
（
土
）
午
後
七
時
か
ら
、
ゆ
う
ゆ
う

高
円
寺
東
館
に
て
、
平
成
三
十
年
度
「
第
三
回
拡
大
役
員
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
班
長
・
副
班
長
を
は
じ
め
三
十
五
名
の
町

会
の
皆
様
が
参
加
し
ま
し
た
。 

境
禎
一
会
長
よ
り
、 

今
年
度
最
後
の
「
拡
大
役
員
会
」
で
す
。
班
長
・
副
班
長
の
皆

様
に
は
一
年
間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
五
月
の
定
期
総
会
ま

で
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

現
在
、
首
都
直
下
型
地
震
が
何
時
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
生
時
に
慌
て
な
い
普
段
の
訓
練
が

重
要
で
す
。
災
害
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
。 

今
年
度
は
町
会
業
務
の
課
題
と
し
て
次
の
項
目
を
掲
げ
て
推

進
し
て
い
ま
す
。
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
遂
行
し
て
い
ま
す
。 

一
． 

「
役
員
の
高
齢
化
」
対
策 

サ
ポ
ー
ト
組
織
の
検
討 

二
． 

「
町
会
加
入
率
の
伸
び
悩
み 

共
同
住
宅
へ
の
取
組 

三
． 

「
ご
み
集
積
所
問
題
」 

今
回
の
拡
大
役
員
会
で
は
、
町
会
業
務
全
般
に
つ
い
て
、
出
席

の
班
長
・
副
班
長
の
皆
様
、
町
会
会
員
の
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い

意
見
を
述
べ
て
頂
き
、
有
意
義
な
会
議
に
し
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す 

 

と
の
挨
拶
が
あ
り
、 

黒
川
敬
宇
理
事
の
司
会
進
行
で
議
事
を
進
め
、
樋
口
志
津
子 

副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
八
時
三
十
分
頃
に
終
了
し
ま
し
た
。 

議
題 一

． 

平
成
三
十
一
年
度 

新
班
長
・
副
班
長
の
選
任

に
つ
い
て 

山
田
高
志
理
事
よ
り
「
平
成
三
十
一
年
度 

班
長
・
副
班
長
の
推
薦
に
つ
い
て
」
の
用
紙
を
配
布
し
次

年
度
の
班
長
・
副
班
長
の
選
任
を
依
頼
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

又
、「
平
成
三
十
年
度
班
別
町
会
費
収
入
状
況
」
を 

一
覧
表
に
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。 

二
． 

ゴ
ミ
集
積
所
関
連
に
つ
い
て 

戸
嶋
清
理
事
よ
り 

 
 
 
 

当
年
度
に
配
布
し
た
折
り
畳
み
式
防
鳥
ボ
ッ
ク
ス
は

八
個
で
し
た
。
今
後
と
も
、
積
極
的
に
申
し
込
み
募

集
に
応
募
し
て
い
き
ま
す
。 

ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
に
つ
い
て
は
、交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、ボ
ッ
ク
ス
蓋
の
開
閉
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
の
が
原
則
で
す
。管
理
し
て
頂
い
て
い
る
方
の
負

担
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。 

三
．
防
災
関
連 

 

狩
野
文
雄
理
事
よ
り 

（
一
） 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
放
水
訓
練
を
二
月
十
六
日

（
土
）
午
前
十
時
か
ら
か
え
る
公
園
付
近
で
、

三
名
の
杉
並
消
防
署
職
員
の
方
の
説
明
を
受
け
、

三
十
七
名
の
参
加
者
が
三
組
に
わ
か
れ
て
実
地

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

（
二
） 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の

テ
ス
ト
放
送
が
、
二
月
二
十
日
（
水
）
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

（
三
） 

昨
年
十
月
に
、
杉
並
区
防
災
課
か
ら
の
首
都
直

下
型
地
震
の
被
害
想
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
報

告
で
は
、
当
町
会
の
予
想
震
度
は
、
六
弱
か
ら

六
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
地
震
発

生
に
備
え
て
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

四
．
町
会
へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て 

 
 
 

黒
川
敬
宇
理
事
の
進
行
で
、
出
席
さ
れ
た
班
長
・
副
班

長
・
町
会
員
の
皆
様
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

「
町
会
」 

 
 
 
 

・
町
会
費
を
徴
収
し
て
い
な
い
集
合
住
宅
対
応 

 
 
 
 

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
と
の
交
渉
を
町
会
に
依
頼

し
た
い
。 

 
 

「
防
犯
」 

 
 
 
 

・
迷
惑
電
話
・
メ
ー
ル
が
多
い 

 
 
 
 

・
近
年
多
発
し
て
い
る
凶
悪
犯
罪
・
不
審
者
・
自
転
車 

乗
用
車
へ
の
悪
戯
や
振
込
詐
欺
に
対
す
る
対
策 

 
 

「
要
援
護
者
対
策
・
高
齢
者
対
策
・
児
童
問
題
」 

 
 
 
 

・
近
所
で
様
子
が
お
か
し
い
高
齢
者
や
児
童
問
題
が 

懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
ほ
し
い
。 

（
民
生
・
児
童
委
員
） 

・
近
年
、
子
ど
も
食
堂
に
通
っ
て
く
る
児
童
の
様
子 

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
児
童
問
題
の
検
討 

 
 

「
環
境
整
備
」 

 
 
 
 

・
ご
み
集
積
所
に
放
置
さ
れ
て
い
る
粗
大
ご
み
の
取

り
扱
い
は
？ 

 
 
 
 

・
か
え
る
公
園
等
に
設
置
し
た
防
鳥
ボ
ッ
ク
ス
は 

効
果
が
あ
っ
た
。 

・
駆
虫
剤
散
布
時
期
・
方
法
の
検
討 

・
歩
道
等
の
不
整
備
に
よ
る
事
故
対
策 

 

 

２０１９年 

３月 

２１５号 

 



五
．
「
町
会
お
花
見
」
の
開
催
時
期
に
つ
い
て 

四
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
朝
日
生
命
研
修
セ
ン

タ
ー
中
庭
で
「
防
災
訓
練
を
兼
ね
た
町
会
の
お
花
見
」

を
開
催
し
ま
す
。
会
費
千
円
。  

六
．
「
定
期
総
会
」
の
日
程
に
つ
い
て 

 

定
期
総
会
は
、
五
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
七
時
よ
り
ゆ

う
ゆ
う
高
円
寺
東
館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

波
田
野
晃
一
理
事
を
偲
ん
で 

町
会
理
事
の
波
田
野
晃
一
さ
ん
が
二
月
十
四
日
に
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。 

波
田
野
さ
ん
は
、
四
年
前
に
町
会
役
員
（
理
事
）
に
な
ら
れ
、 

当
初
は
、
広
報
担
当
と
し
て
、
特
に
、
町
会
便
り
の
発
行
に 

尽
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

又
、
パ
ソ
コ
ン
の
経
験
を
活
か
し
て
「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作

成
に
中
心
人
物
と
し
て
貢
献
し
ま
し
た
。「
防
災
マ
ッ
プ
」

は
、
今
で
も
、
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。 

更
に
、「
や
な
ぎ
公
園
花
咲
か
せ
隊
」
の
代
表
と
し
て
、 

近
隣
住
民
と
と
も
に
、
町
の
美
化
に
努
め
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
環
境
衛
生
業
務
を
担
当
し
、「
ゴ
ミ
集
積
所
問
題
」

や
猛
暑
の
中
で
の
駆
虫
剤
散
布
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。 

又
、
町
会
業
務
と
並
行
し
て
、
セ
シ
オ
ン
杉
並
の
広
報
を

担
当
し
、
広
報
誌
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行
に
携
わ
り
ま
し
た
。 

二
年
前
に
軽
度
の
脳
梗
塞
を
発
症
し
た
た
め
大
事
を
取
り
、

直
近
の
一
年
程
は
町
会
活
動
に
余
り
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
数
ヶ
月
は
、
前
立
腺
疾
患
で
療
養
し
て
い
る

と
人
伝
に
伺
っ
て
い
ま
し
た
。 

独
り
住
ま
い
で
あ
り
、
見
栄
張
り
で
、
極
端
な
医
者
嫌
い

で
あ
っ
た
た
め
か
、、
体
調
不
良
で
あ
っ
た
こ
と
を
周
り
に

告
げ
ず
に
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
は
、
お
目
に
か
か

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

氏
は
、
日
頃
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、 

当
の
本
人
が
、
孤
独
死
に
遭
遇
す
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
、

さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
！ 

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

三
月
行
事
日
程 

【
町
会
】 

拡
大
役
員
会 

二
日
（
土
） 

十
九
時 

 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

【
防
災
】 

防
災
市
民
組
織
連
絡
協
議
会 

七
日
（
木
） 

 

十
時 

杉
並
区
役
所 

防
火
防
災
訓
練 

九
日
（
土
） 

九
時
二
十
五
分
～
十
時
十
分 

 
 
 
 
 

杉
並
第
三
小
学
校 

３
．
１
１
を
忘
れ
な
い
集
会
・
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練 

 
 
 
 
 

十
一
日
（
月
） 

 
 
 

時 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

【
文
化
活
動
】 

書
道
同
好
会 

一
日
（
金
）・
十
五
日
（
金
） 

十
八
時
～ 

 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

写
経
の
会 

十
二
日
（
火
）・
二
十
六
日
（
火
） 

十
九
時
～ 

 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

【
学
校
支
援
本
部
】 

学
校
支
援
本
部 

本
部
会
・
事
務
局
会
議 

 

十
三
日
（
水
）
十
時
～ 

高
南
中
学
校
卒
業
式 

十
九
日
（
火
） 

十
時 

杉
並
第
三
小
学
校
卒
業
式 

二
十
三
日
（
土
） 

十
時 

【
イ
ベ
ン
ト
】 

田
中
稲
荷
初
午
祭 

三
日
（
日
） 

十
四
時 

高
円
寺
会
議
（
は
ち
あ
と
） 

十
二
日
（
火
） 

 

十
六
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

蚕
糸
の
森
ま
つ
り 

三
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

十
時
～
十
五
時 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

 

二
日
（
土
）・
十
二
日
（
火
） 

十
六
時
～ 

 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

二
十
二
日
（
金
） 

十
九
時
～ 

訃
報 

 

十
班 

伊
藤 

悦
子 

様 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
九
日 

ご
逝
去 

九
十
六
歳 

 

一
Ｂ
班 

小
森 

圭
子 

様 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
六
日 

 
 

ご
逝
去 

九
十
歳 

 

五
班 

波
田
野 

晃
一 

様 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
四
日 

 

ご
逝
去 

七
十
九
歳 


